
 

 

 

 

 
 
 

 この２学期は、１年間の中でも多彩な行事への取り組みが盛りだくさんです。その都度、学校ホームペ

ージに掲載していますが、あらためて紹介します。 
 

 
 
体育館が本格的なコンサート会場になりました。東京都教育委員会事業「子供を笑顔にするプロジェク

ト」により、本校体育館で「アフリジャ」の皆様によるアフリカ体験学習コンサートを開催いたしました

（３年生以上）。「アフリジャ」は、世界初のアフリカ人と日本人（ジャパニーズ）による融合バンドです。

ワールドツアー級の一流ミュージシャンたちに子供たちも魅せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 本格的な照明と音響も加わり、アフリカのリズミカルな音楽に圧倒され、ノリノリになった子供たち。

次第に立ち上がって、全員でダンスとなりました。「ジャンボ（アフリカ民謡）」などの曲に合わせて、ジャ

ンプしながら元気いっぱいに踊っていました。新学期早々、みんなで激しく盛り上がりました。アフリジ

ャの皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 メンバーのほとんどはアフリカの各国からやってきました。コンサートの途中では、アフリカの言葉、

服装、生活習慣、文化の違いなど、国際理解を深める学習にもなりました。１１月に予定されている校内の

音楽会に向けても、大きな弾みとなりました。最高に素敵なコンサートでした。 

 

 

 

 

 

 

 

昭島市立富士見丘小学校 令和 4 年 ９月３0日 

 校長だより No. 2７      稲 垣  達 也 



 
 

３年生が、市内見学をしました。初めてのバス利用による社会科見学です。最初の見学場所は、アキシマ

エンシス、市民図書館です。夏休みに、ほとんどの児童が、「調べる学習コンクール」のために通い、司書

の方々にお世話になっていて、身近な存在になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土資料室では、ICT を生かした映像資料などを視聴して、昭島市について興味深く学習しました。校

舎棟には、昭島の貴重な民具等の資料を中心に展示されています。普段は見学できない貴重な体験をしま

した。昭和初期の日本の住居では、黒電話、竈など、祖父母の家で見たことあるという児童もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境コミュニケーションセンター のリサイクル棟を窓越しに見学。不燃ごみ、粗大ごみ、プラスチック、

ビン、缶、ペットボトルなどから資源を選別処理し、リサイクルしています。手作業が多く、子供たちは自

然と「これからはペットボトルのキャップは必ず外そう」と口にしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後の見学地は、市役所近くの「井上農園」さん。身近な野菜の栽培について、土づくりや種まきから収

穫まで、耕運機の実演などを含めて、詳しく教えていただきました。子供たちの興味関心が尽きず、質問攻

めになりましたが、気温が高く、熱中症の心配もあったので、少し早め終了していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

16 日、５校時の道徳授業地区公開講座。感染防止のためハイブリット授業で実施しました。自宅でオン

ライン授業を受けるとともに、学童に通う児童は教室で参加しました。１年生「ぼくの仕事（勤労・公共の

精神）」。２年生「まいごになった赤ちゃんクジラ（自然愛護）」。３年生「なかよしだから（友情、信頼）」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットのメリットを活用し、保護者の皆様はお子さんと一緒に自宅でオンライン授業に参加してい

ただきました。ご都合がつかない場合は、Zoom で授業の様子を視聴していただきました。４年生「どっち

がいいか（規則の尊重）」。５年生「これって権利？（規則の尊重）」。６年生「手品師（明るく生きる）」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 日、午前４時間＋クラブ活動を公開。密にならないように人数制限をしました。３年生、国語、ジャ

ムボードの共有機能で、班毎に漢字を集めています。４年生、社会科、「ふじみ探究ノート」の思考ツール

で多面的な見方を整理しています。５年生、国語、様々な新聞を読み取り、多様な記事を整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

さくら学級、和太鼓に親しみながら日本的なリズムに乗って演奏していました。１年生の図工では、絵

の具を使って色の学習です。絵の具とともに、絵筆やパレット、バケツ等を使いこなしています。公開授業

の合間に、保護者の皆様が花壇の雑草抜きなど、花壇の手入れをボランティアで手伝ってくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

豪華な観光バスで浅草に到着。途中、超高層ビルや国立競技場など、都心ならではの景色に歓声。浅草寺

の境内から、早速、班行動開始です。この班は、五重塔からスタート。お水舎で手を清めた後、浅草寺の本

堂をご参拝。そして、浅草神社の拝殿へ、一列になって参道の端を行儀よく歩いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

荘厳な宝蔵門。門は初層が五間で、両端の二間には仁王像を奉安し、中央の三間が通行のために開口し

ています。宝蔵門から雷門まで、約 250m の仲見世通りは、日本で最も古い商店街の１つ。今年は、観光客

であふれていました。雷門の正式名称は、風神と雷神を門の左右に奉安している「風雷神門」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

二天門から境内の外に出て、隅田公園へ。隅田川の対岸のスカイツリーを身近に感じて、お決まりのジ

ャンプ！ 浅草の七福神を巡りたかった班は、「待乳山聖天」に。境内各所に巾着や大根が示されていまし

た。浅草公会堂前のオレンジ通りには、浅草ゆかりの俳優、落語家、歌手、芸能人の手形が並びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参議院特別体験プログラムは、子供たちが、委員会・本会議での法案審議をロールプレイ形式で模擬体

験し、国会についての理解を深める参加型のプログラムです。実際に審議された法案を議題とし、台本に

沿って委員会を体験。委員長が進行役を務め、大臣などに質問したりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


